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議会議会からから
　市長へ政策提言　市長へ政策提言

　各常任委員会が１年間のテー
マを定め、現地調査およびリモ
ートによる研修などを行いなが
ら調査研究を進めてきました。
　所管の常任委員会が議会報告
会を経て、市民の皆さんのご意
見を踏まえ、まとめた２つのテー
マについて、全議員による政策
討論会で討論を重ね、「提言」と
して取りまとめ、令和5年3月31
日に掛川市長へ提出しました。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、本市では、持続可能なまちづくりを目指し、第２
次掛川市総合計画【ポストコロナ編】では、令和22年（2040 年）の人口を11万人と設定している。
　少子高齢社会、人口減少などによる人材不足、財政難は避けられない中、市民が豊かで安心・安全な
生活を向上させていくためには、市と市民が一体となり、出生率を高め、移住定住を促進し、人口増加
を目指していくことが必要である。
　しかし、これまでの人口増加を前提としてきた社会システムの見直しは急務である。
　さらに、コミュニティ意識が希薄となり、地縁共助の弱体化も想定される。住民ニーズや地域課題が
多様化・複雑化していくため、持続可能な自治体運営や、地域社会構造の柔軟性や強靱性が求められて
いる。
　掛川市のこれからの持続可能な成長のため以下の提言を行う。

❶ 急速に変容する地域社会・地域自治を取り巻く環境に対応するため、責任部署を定め、持続
可能な地域社会の姿と行政のあり方を明確化し、改革に取り組むこと。

❷ 地域共生を念頭に置き、移住定住希望者への支援と受け入れる側の支援を拡充すること。

❸ 外国人居住者に対して、市の対応を充実させ、ＮＰＯを含め、地域共生を推進すること。また、 
外国人居住者比率の高い南部地域については、支所に通訳者の配置など体制整備を図ること。

市の持続的な成長のために

議長から市長へ提言書を渡す

茶のみやきんじろう © 掛川市
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　厚生労働省は2022年の全国出生数を79万9,728人（前年比5.1％減）と発表した。2017年の政府予測
では、80万人を割るのは2033年としており、少子化は予想を遥かに上回るペースで進んでいる。
　掛川市の2022年の出生数は755人と2017年の963人から５年間で21.6％減少しており、教育環境に
おいても大きな影響を及ぼすことが危惧されている。
　掛川市の学校施設は、1960年代から70年代に建設された学校が多く、半数が鉄筋コンクリート造の
法定耐用年数47年を超えている。築60年を超えた学校もあり、老朽化が進み、子どもの安全安心で快適
な学習環境が担保できなくなってきている。
　また、一人一台タブレットが導入されるなど、コロナ禍も経験し授業の在り方も変革の時代を迎えて
いる。
　掛川市としても、さまざまな社会情勢の変化に対応するため、これまで中学校区学園化構想として小中
一貫教育を進めてきた。令和５年度には、掛川市学校再編計画の策定を予定しており、令和４年度は、全
９中学校区で学校再編計画策定に向けた市民意見交換会が行われ、さまざまな意見が交わされた。
　このような中、掛川市議会として、掛川市の将来を大きく左右する新しい学校施設の在り方について、
以下の提言を行う。

❶ 学校再編計画の実施計画を進めていくにあたり、必ず地元合意を得ること。

❷ 選択肢のひとつとして、地域住民が利用できる共用ゾーンを設ける等、複合施設化することも
検討すること。

❸ 校舎の老朽化や適正規模を踏まえ小中一貫校を新設してから、将来的な生徒数の減少に応じ
て段階的に再編していく方法も検討すること。

❹ 小中一貫校の施設形態となる、施設一体型・施設隣接型・施設分離型について、アンケート
結果からも市民の理解は進んでいない。説明会や実例見学会等を通し、メリット・デメリット
を理解できるよう努めること。

❺ スクールバスが大きな課題である。天浜線や既存バスなどの活用を十分に検討し、市内で
不公平感のない計画とすること。

新しい学校施設の在り方について

提言書の内容を市長へ説明
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●人事については、採用や研修は大変難しい。職員の育成は非常に大変だが、有益な研修をやっ
てもらわなければいけない。

●これまで採用したプロフェッショナル人材がどういう成果をもたらし、さらに改革、向上させ
ていく予定かをしっかりと確認していく必要がある。

●福祉の予算は大事にしなければならない。補聴器助成の新設等は、市民にとても喜ばれている。
寄り添い型の高齢者支援ができるまちとなることを望む。

●少子化が一気に進んでおり、９学園という考えも見直す必要があるかもしれない。小中一貫
校だけでなく、先に小学校を統合することも考えなければならない。

●事業と成果指標との整合性がとれていないものがある。議会として事業をチェックする責任
があり、目標値に対して結果がどうなったかを検証するため、整合性のある成果指標を掲げて
欲しい。

注
目
事
業

●小中一貫校整備基本構想策定事業     1,330 万円

●環境の持続可能性に向けた更なるごみ減量と資源化研究事業     1,863 万円

令和５年度当初予算審議で議員から出された主な意見

令和５年度当初予算可決
　「人と環境の持続可能性にチャレンジする予算」と位置づけられた予算が提案、可決されました。　「人と環境の持続可能性にチャレンジする予算」と位置づけられた予算が提案、可決されました。
きとうこども園整備の完了等により前年度から減少しましたが、横須賀城跡公有化事業の推進や出産・きとうこども園整備の完了等により前年度から減少しましたが、横須賀城跡公有化事業の推進や出産・
子育て応援交付金の追加等により、過去３番目の予算規模となりました。子育て応援交付金の追加等により、過去３番目の予算規模となりました。

区 　 分 令 和 ５ 年 度 令 和 ４ 年 度 増 減
総 額 848億2,060万円 864億  764万円 △15億8,704万円
一 般 会 計 503億2,000万円 509億1,000万円 △　5億9,000万円
特 別 会 計 240億7,436万円 251億8,024万円 △ 11億  589万円
企 業 会 計 104億2,624万円 103億1,740万円 　　1億  884万円

＊特別会計（国民健康保険、後期高齢者医療保険、介護保険、掛川駅周辺施設管理、5財産区など）
＊企業会計（水道、下水道など）

歳
出
予
算
構
成
比（
一
般
会
計
：
目
的
別
）

未来チャレンジ事業の新規事業（抜粋）

「未来チャレンジ事業」では、市職員の提案枠の新規
６事業（2,796万円）に加え、令和５年度は高校生
チャレンジ公募事業（100万円）を実施します。

◎ふらっと美術館プロジェクト  500万円

◎粟ヶ岳登山道路ゆずりあい通行支援事業 550 万円

◎PR 動画等による認知度UPプロジェクト  500万円

◎子育て応援チャンネル構築事業  360万円

◎高校生チャレンジ公募事業     100万円

歳出予算構成比（一般会計：目的別）

民生費
31.3％
民生費
31.3％

教育費
12.6％
教育費
12.6％

公債費
10.7％
公債費
10.7％

衛生費
11.3％
衛生費
11.3％ 総務費

11.8％
総務費
11.8％

商工費 2%商工費 2%

消防費 3.1%消防費 3.1%
労働費
3.1％
労働費
3.1％

土木費
10.2％
土木費
10.2％

農林水産業費
 2.9％

農林水産業費
 2.9％ その他 1%その他 1%
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観光PRイベント開催費観光PRイベント開催費
1,936万円1,936万円

　掛川観光協会等が実施するイベントや観光
情報PR事業を支援することで、掛川市への
誘客拡大を図る。

主な質疑

観光 PRイベント開催費、システム
開発委託料の委託先について伺う。
大学生の協力をいただきながら、シス
テム業者に委託する予定です。

QQQ

AAA

小学校運営費 ２億5,283万円小学校運営費 ２億5,283万円
　経常経費などの適切な支出管理。事務機
やAEDなどリース物品の管理。学校水泳授業
民間施設委託事業。交流
学習バス委託事業。

学校水泳授業民間施設委託事業について、他の小学校
に広げていく予定はないのか。
現在実施している曽我小学校は人数規模などからメリッ
トが大きいですが、他の小学校の場合は、メリットが低く、
単価が高くなってしまいます。スポーツ協会や他の学校な
どでの実施も含め、引き続き研究していきます。

主な質疑

QQQ

AAA民間施設委託事業。交流

塵芥処理施設維持管理費塵芥処理施設維持管理費
 5,979万円 5,979万円

　板沢最終処分場は、水質調査などのモニタ
リングを経て廃止手続きを行う。新井最終処
分場は環境資源ギャラリーから焼却灰などの
最終処分を行い、高瀬最終処分場は市民か
らのがれきの受け入れを行う。

塵芥処理施設維持管理費について、
新井の最終処分場への搬入はまだ余
裕があるのか。
適正なごみ処理啓発事業費の計画策
定の中で、資源化に向けた研究や残
量、灰の排出量の推測もしていきます。

主な質疑

QQQ

AAA

地域福祉事業推進費地域福祉事業推進費１,405万円１,405万円
　第四次地域福祉計画などを推進する。ひき
こもり支援については、ひきこもり地域支援セ
ンターを設置するほか、ひき
こもりに対する理解促進を目的
とした講演会を開催する。

地域福祉事業推進費について、新設されるひきこもり
地域支援センターとはどのようなものか。
業務委託先の精神保健福祉士や公認心理師の資格を
持った専門職を配置していただく考えです。相談窓口とし
て、中部ふくしあなどへの設置を考えています。

QQQ

AAA

主な質疑

職員採用費 745万円職員採用費 745万円
　市の業務遂行に必要な
能力、職務に対する意欲、
郷土愛を持った資質の高
い職員を採用する。

職員採用費のうち、採用試験に係る新たなＷＥＢサイト
を開設するための委託料が増額となっているが、令和３
年度から導入したＷＥＢ方式と比較して、何が新しくな
るのか。
令和3年度の導入については、コロナ禍であったため、
試験や面接もＷＥＢで行いました。令和５年度について
は、掛川市の魅力や働いている市職員のいきいきとした
働きぶりを情報発信するＷＥＢサイトを作成するための
委託料です。

主な質疑

QQQ

AAA

防災対策事業推進費防災対策事業推進費
 4,723万円 4,723万円

　さまざまな災害に対応するた
め、実動訓練を実施し、災害時の
対応を習得する。また、訓練を通
じて防災体制の修正を行う。

防災対策事業推進費についてコンピュータソフトウエア
使用料は、昨年導入したシステム使用料なのか。
昨年入れたアプラという災害、雨量を予測するシステムがこ
の使用料の中に含まれますが、新たに、災害時にいろいろ
な方からSNSに投稿される情報をリアルタイムで集約でき
るシステムの使用料 52万 8,000 円を含めて計上しました。

QQQ

AAA

主な質疑
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令和4年度一般会計補正予算（第１２号）の概要

補正予算等の審議内容補正予算等の審議内容

天竜浜名湖鉄道地域天竜浜名湖鉄道地域
鉄道対策事業費補助金 鉄道対策事業費補助金 
増増 　　　 　  　　　 　 571万円 571万円 
　新型コロナウイルス感染拡大防止
の影響による旅客収入減少、および
燃料費高騰などの影響を受けた天竜
浜名湖鉄道の安全
運行を確保するた
めの補助金

　第12 号補正は、長引く新型コロナウイルス感染症対策や急激なエネルギー価格
の高騰に対する支援金などは追加となりましたが、地域医療整備事業費および企業
立地促進事業費などの準備金が大きな減額となり、総額として減額補正予算となり
ました。

△１１億 ５９１万円
５４５億 ４５６万円

補 正 額
補正後の予算額

天竜浜名湖鉄道地域鉄道対策事業費補助金の増
額について、コロナの関係や燃料費の高騰以外で
補助事業を行ってきたことを伺う。
20 年以上経過している車両が多く走っており、修
繕費がかさんでいます。利用者収入増につなげるた
めに、どうする家康やエヴァンゲリオンのラッピング、
グッズ販売、副駅名のネーミングライツなど、乗客
収入以外のものに対する取り組みを積極的に行っ
てきました。

QQQ

AAA

主な質疑

 普通退職手当額  普通退職手当額 増増
 4,134万円   4,134万円  一般職給与費について、普通退職者が増えている

が、内訳を伺う。
普通退職者15人のうち、体調不良が 3人、家庭
の事情が２人、結婚で他市へ行く者が１人、その
他事件関係が 2人、他職への転職が 7人である。
年代別の内訳では、20 代 1人、30 代 6人、40
代 7人、50 代1人となっています。

　令和4年度の
退職予定者数に
合わせる増額

QQQ

AAA

主な質疑

地域医療整備事業費 地域医療整備事業費 
減減　　　   　　　   1,150万円 1,150万円 
　対象地域への医科診療所新設等
の予定がないため、
地域医療拡大支援
診療所誘致等補助
金を皆減

地域医療整備事業費について、診療所などの誘致
は、小笠医師会との連携だけでなく、行政として
独自の誘致活動ができないのか。
地域医療のバランスを考えながら誘致していく必要
があります。医師会と密な連携をとっていくことを
重視しています。

QQQ

AAA

主な質疑
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国、県へ意見書を提出国、県へ意見書を提出

掛川市議会では、令和5年3月24日に以下の意見書の
提出について全会一致で可決しました。

犯罪被害者支援の充実を求める意見書（抜粋）

　国においては、犯罪被害者の権利に対応して、より犯罪被害者等の視点に
立ち、実効性をもった制度を確立し、速やかに犯罪被害者支援の充実を図る
ため下記の事項を実施するよう強く要望する。

記

１　犯罪被害者等の加害者に対する損害賠償債権を国が買い取り、国が回収
を行う制度を創設すること。

２　損害賠償請求訴訟を起こせない場合にも、損害賠償請求権を国が買い取
る制度を創設すること。

３　犯罪被害者等の病院での治療費、入通院交通費、介護費などの実費及び
介護用品、義手義足、自宅改造など、国が現物給付する制度を創設すること。

４　犯罪被害者等に対し、被害の内容、治療情報等を入力した犯罪被害者カ
ードを発行し、犯罪被害者等は、そのカードの提示により支援が受けられ
る制度を創設すること。

５　仮釈放された加害者に保護観察官や保護司がつくのと同じく、犯罪被害
者等に寄り添ってくれる人的組織を創設すること。

６　犯罪被害者支援庁を設立すること。

国へ提出

物価高騰に伴う給食費への財政措置を求める意見書（抜粋）

　静岡県の未来を支える子どもたちに安心で質の高い食環境を提供し続ける
ため、以下要望する。

１ 給食費の物価高騰分について、県内市町への財政措置を行うこと。

県へ提出県へ提出

令和５年2月定例会かけがわ 市議会だより7



条
　
　
　
例

掛川市職員定数条例の一部改正について

掛川市国民健康保険条例の一部改正について

掛川市立学校設置条例の一部改正について
掛川市学校給食共同調理場に関する条例の一部改正
について
掛川市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定
について
掛川市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定に
ついて
掛川市子ども・子育て会議条例等の一部改正について
掛川市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例
の一部改正について

議

発

掛川市議会の保有する個人情報の保護に関する条例
の制定について
掛川市議会政務活動費の交付に関する条例の一部
改正について
「犯罪被害者支援の充実を求める意見書」の提出に
ついて
「物価高騰に伴う給食費への財政措置を求める意見書」
の提出について

そ
の
他

情報公開・個人情報保護審査会事務の受託及び規約
変更について（小笠老人ホーム施設組合）
情報公開・個人情報保護審査会事務の受託及び規約
変更について（掛川市・菊川市衛生施設組合）
情報公開・個人情報保護審査会事務の受託及び規約
変更について（東遠工業用水道企業団）
静岡地方税滞納整理機構規約の変更について

東遠学園組合規約の変更について
掛川城天守閣修復景観整備工事変更請負契約の締結
について

人
　
事

掛川市外２組合公平委員会委員の選任について
掛川市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　他３件
掛川市桜木財産区管理委員の選任について

審議の結果、予算を27件、条例を9件、人事を6件、
その他を6件、議発を4件、可決しました！

２月定例会における審議結果一覧　２月定例会における審議結果一覧　２月定例会における審議結果一覧　

予
　
　
　
　
算

令和５年度掛川市公共用地取得特別会計予算について

令和５年度掛川駅周辺施設管理特別会計予算について

令和５年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計予算
について

令和５年度上西郷財産区特別会計予算について

令和５年度桜木財産区特別会計予算について

令和５年度東山財産区特別会計予算について

令和５年度佐束財産区特別会計予算について

令和５年度倉真財産区特別会計予算について

令和５年度掛川市水道事業会計予算について

令和５年度掛川市簡易水道事業会計予算について

令和５年度掛川市公共下水道事業会計予算について

令和５年度掛川市農業集落排水事業会計予算について

令和５年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会計
予算について
令和４年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補正
予算（第３号）について
令和４年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第３
号）について
令和４年度掛川市公共用地取得特別会計補正予算
（第１号）について
令和４年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計
補正予算（第１号）について
令和４年度掛川市水道事業会計補正予算（第３号）に
ついて
令和４年度掛川市簡易水道事業会計補正予算（第３
号）について
令和４年度掛川市公共下水道事業会計補正予算（第
３号）について

■全会一致で可決・同意

新型コロナワクチン接種券配布方法の変更に関する陳情
〈主な意見〉市からの接種案内通知には、市が作成した接種は義務ではないことを記載した文書、厚生労働省の

リスクについての文書が同封されており、しっかりと対応できている。

■文教厚生委員会が全会一致で不採択

学校給食費の保護者負担増（12％値上げ）の中止を求める請願
〈主な意見〉給食費を公費負担する場合、財源確保の検討が必要である。また、学校給食法では運営経費等以外

は保護者負担と定められており、大変心苦しいが仕方がないと考える。

■文教厚生委員会が賛成少数で不採択

第３セクター「株式会社森の都ならここ」の継続を求める陳情書
〈主な意見〉市民生活に必要不可欠な福祉的な公共施設以外は、基本的に良い状態のうちに譲渡することが必要である。

■環境産業委員会が賛成少数で不採択

令和５年2月定例会 かけがわ 市議会だより 8



議員 市議会に足を運んだきっかけは何ですか？

森下さん もともと政治や行政にすごく興味があり、市議会でどん
なやり取りが行われているのか、実際に同じ部屋で傍
聴することで、新しい気づきがあると思い、とりあえず
行ってみようということで、足を運びました。

議員 実際に市議会を傍聴してどうでしたか？

森下さん 議員さんの表情が見えて、地域とつながって一生懸命に
形にしようという様子がすごく伝わってきました。議会
全体の空気感を感じながら、実際に見られたことはすご
く意味があったと思います。初めて委員会を見て、予算
はこういうふうに議員さんと市の職員との間でやりとりを
して、形にしていっているんだなというのを知ることが
できたのはよかったです。

議員 これから政治に関わっていきたいと思いますか？

森下さん 広く政治や行政に関わりたいです。委員会を見て思った
ことは、市議会も政治にかかわってすごいと思いますが、
市の職員も資料を作って、議員さんの質問に的確に答え
ていて、行政もかっこいいと思いました。

議員 どんな掛川市になってほしいですか？

森下さん みんなが政治にもっと関心をもって欲しいです。議員さ
んや行政が身近に感じられて、自分たちがいろいろ考え
ながら、提案していけるくらいに理解が深まっていくと
いいと思います。

議員 市議会を広報していくにはどのような方法があると思い
ますか？

森下さん 市への疑問を気軽に聞くことができるプラットフォームが
あるといいと思います。議会中継を見たらポイントがた
まっていく仕組みにすると、興味のない人も見るきっか
けになると思います。

「何か新しい気づきがあると思い、足を運んだ」
森
も り し た

下 蓮
れ ん

さん（18 歳）掛川市出身

特別企画特別企画　傍聴者インタビュー傍聴者インタビュー

■賛否の分かれた議案 （賛成多数可決）　　 ○○賛成　×反対
創 世 会 新しい風 SKK＊ 共産＊ 共掛＊ 志＊

松
本
　　　
均
＊

安
田

彰

石
川
紀
子

鷲
山
記
世

髙
橋
篤
仁

山
田
浩
司

藤
原
正
光

寺
田
幸
弘

山
本
裕
三

二
村
禮
一

橋
本
勝
弘

松
浦
昌
巳

嶺
岡
慎
悟

藤
澤
恭
子

窪
野
愛
子

山
本
行
男

大
井

正

勝
川
志
保
子

鈴
木
久
裕

富
田
ま
ゆ
み

草
賀
章
𠮷

令和５年度掛川市一般会計予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和５年度掛川市国民健康保険特別会計予算に
ついて ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和５年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計
予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和５年度掛川市介護保険特別会計予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

掛川市手数料条例の一部改正について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市一般会計補正予算（第12号）に
ついて ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川駅周辺施設管理特別会計補正予算
（第２号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

議員名

議案名

■賛否の分かれた議案（賛成少数否決)
令和5年度掛川市一般会計予算に対する修正案 × × × × × × × × × × × × × × × ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和4年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算
（第3号）に対する修正案 × × × × × × × × × × × × × × × ◯◯ ◯◯ × × ×

学校給食費の保護者負担増（12％値上げ）の中止
を求める請願 × × × × × × × × × × × × × × × ◯◯ ◯◯ × × ×

＊議長（松本　均）は、採決には参加しません ＊ SKK▶市民派・公明倶楽部　共産▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会
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移
住
者
数
の
回
答
ミ
ス
の
原
因
は

本
年
１
月
７
日
新
聞
報
道
が
あ
っ
た

移
住
者
数
の
回
答
ミ
ス
に
つ
い
て
組

織
と
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
と
捉

え
て
い
る
の
か
。

組
織
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

働
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

掛
川
市
へ
の
移
住
者
の
増
減
に
つ
い

て
誤
っ
た
報
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
対
し
、
改
め
て
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
今
回
の
ミ
ス
は
質
問
内
容
に
つ

い
て
、
相
談
件
数
と
移
住
者
数
を
取
り
違

え
た
こ
と
に
よ
り
起
こ
っ
た
も
の
で
、
組

織
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
担

当
部
署
に
は
、
厳
重
に
注
意
を
し
ま
し
た

が
、
再
発
防
止
に
向
け
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
文
書
の
取
り
扱
い
な
ど
事
務
手
続
き

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
職
場
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
り
、
一
人
で

は
な
く
チ
ー
ム
で
動
く
体
制
構
築
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
や
高
校
入
学
時
の
祝
い

金
の
検
討
を

掛
川
市
の
少
子
化
も
一
気
に
進
ん
で

い
る
。
選
ば
れ
る
ま
ち
掛
川
に
な
る

た
め
に
、
移
住

定
住
策
の
一
つ

と
し
て
、
小
中

学
校
や
高
校
入

学
時
の
祝
い
金

を
支
給
す
る
考

え
は
な
い
か
。

先
進
事
例
を
参
考
に
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
施
策
を
研
究
し
て
い
く

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
子
ど
も

医
療
、
就
学
支
援
、「
た
ま
り
〜

な
」
の
屋
内
遊
び
場
の
再
整
備
な
ど
を

行
い
、
子
育
て
支
援
策
全
体
を
通
し
て
、

掛
川
市
が
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま

ち
に
な
る
よ
う
施
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
入
学
祝
い
金
に
つ
い
て
も
、
子
育

て
支
援
の
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
先
進
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
施
策
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
風

嶺
岡
慎
悟

嶺
岡
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

A

A

一般質問一般質問 QQ&&AA

二次元コードから各議員の
一般質問の議会中継をすべて
視聴することができます。
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バ
ス
料
金
体
系
を
見
直
す
べ
き

過
去
の
市
議
会

か
ら
の
提
言
で

も
、
料
金
格
差
の
是
正

に
よ
る
不
公
平
感
の
解

消
、
乗
車
意
欲
の
向
上

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

早
急
に
料
金
体
系
を
見

直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

運
賃
の
一
部
助
成
に
つ
い
て
関
係

者
と
協
議
し
検
討
を
進
め
た
い

市
内
の
北
部
と
南
部
で
は
、
運
行

形
態
な
ど
の
違
い
か
ら
バ
ス
の
運

賃
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
南
部
地
域
限

定
で
、
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
復

路
運
賃
の
無
料
化
な
ど
、
不
公
平
感
の
解

消
に
努
め
て
い
ま
す
。
民
間
路
線
バ
ス
は
、

距
離
に
応
じ
た
運
賃
体
系
を
採
用
し
て
お

り
、
運
賃
を
市
が
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
一
部
助
成
に
よ
る
乗
車
意
欲
の

向
上
の
検
証
に
つ
い
て
、
今
後
、
事
業
者

や
関
係
市
町
と
協
議
し
、
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ォ
ロ
ー
を

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
の
役
割

分
担
・
適
正
化
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必

要
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
独
自
の
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置
、
外
部
委
託
化
な

ど
が
有
効
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
活
用
に

よ
り
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る

現
在
、
各
学
校
に
お
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
区
長
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
に
、
地
域
学
校
協
働
活
動

と
し
て
、
各
学
校
が
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
外
部
委
託
化

に
つ
い
て
は
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
の
優

先
順
位
を
踏
ま
え
、
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
活
用
に
よ
っ

て
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
長
の
対
話
政
策
に
つ
い
て

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

駅
南
地
域
の
活
性
化
を

掛
川
駅
周
辺
の

駅
南
地
域
は
、

掛
川
の
顔
と
な
る
拠
点

で
あ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン

や
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
ぶ

駅
南
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て
今
後
の
方
向
性

を
伺
う
。

ど
の
よ
う
な
誘
導
施
策
が
有
効
で

あ
る
か
検
討
す
る

近
年
、
駅
南
地
域
は
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
な
ど
が
進
ん
で
お
り
、
定

住
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、
本
地
域
は
、
掛
川
市

立
地
適
正
化
計
画
に
お
い
て
、
都
市
機

能
誘
導
区
域
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

居
住
誘
導
だ
け
で
な
く
、
医
療
、
福
祉
、

商
業
な
ど
が
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
提
供

で
き
る
区
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
更
な
る
土
地
利
用
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
本
地
域
に
数
多
く
点
在
す
る

駐
車
場
や
空
き
地
な
ど
を
活
用
し
、
ど

の
よ
う
な
誘
導
施
策
が
有
効
で
あ
る
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

南
西
郷
地
域
に
商
業
施
設
を

本
年
度
実
施
の
「
都
市
づ
く
り
推
進

事
業
南
西
郷
地
区
土
地
利
活
用
可
能

性
調
査
業
務
委
託
」
で
は
、
物
流
や
工
場

に
と
ら
わ
れ
ず
、
幅
広
い
土
地
活
用
の
検

討
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

幅
広
い
活
用
を
視
野
に
事
業
者
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る

本
年
度
、
現
状
分
析
の
ほ
か
、
土

地
利
活
用
の
可
能
性
調
査
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
本
地
域
は
、
交
通
ア

ク
セ
ス
も
良
く
大
変
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

高
い
地
域
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
物

流
や
工
業
だ
け
で
な
く
商
業
な
ど
幅
広

い
活
用
の
可
能
性
を
視
野
に
、
現
在
、

事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
掛
川
市
の
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に

つ
い
て

創
世
会

山
田
浩
司

富
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

山
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

A

A

Q

Q

A

A

市内を走る 公共バス

令和５年2月定例会11 かけがわ 市議会だより （質問の一部を掲載しています）一般質問Q&A



問
題
点
が
未
解
決
の
ま
ま
、
風
力

発
電
が
着
工
さ
れ
な
い
た
め
に

風
力
発
電
事
業
者
は
、
市
民
や
関
係

者
に
誠
実
に
向
き
合
っ
て
い
な
い
。

計
画
に
問
題
も
多
く
、
こ
の
ま
ま
の
着
工

は
深
刻
な
環
境
破
壊
が
懸
念
さ
れ
る
。
県

や
島
田
市
・
森
町
と
連
携
し
、
情
報
共
有

や
共
同
で
の
申
入
れ
な
ど
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

今
後
も
県
や
関
係
市
町
と
情
報
共

有
し
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
す
る

こ
の
風
力
発
電
計
画
に
つ
い
て
は
、

そ
の
規
模
か
ら
こ
れ
ま
で
も
県
が

中
心
と
な
っ
て
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
環

境
影
響
評
価
）
の
審
査
手
続
き
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
各
段
階
に
お
い
て
、
島
田

市
、
森
町
と
も
情
報
共
有
を
し
て
対
応
し

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続
き
、

県
や
島
田
市
、
森
町
と
情
報
共
有
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
き

ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行
で
、
保
護
者

の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
子
ど
も
の
送

迎
と
、
高
額
な
会
費
が
心
配
事
の
上

位
で
あ
る
。
教
育
の
一
環
で

あ
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
運

営
費
用
を
、
全
て
保
護
者
負

担
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

必
要
最
低
限
の
経
費
を
保
護
者
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

現
在
の
部
活
動
が
低
廉
な
費
用
負

担
で
実
施
で
き
て
い
る
背
景
に
は
、

教
員
が
指
導
業
務
だ
け
で
な
く
、
会
場

調
整
や
活
動
計
画
の
作
成
な
ど
の
管
理
業

務
を
わ
ず
か
な
手
当
で
担
っ
て
い
る
実
態

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
地
域
団
体
等
に
よ

る
持
続
可
能
な
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
運
営
に
必
要
な
最
低
限
の
経
費
を
保

護
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
経
済
的
な
事
情
を
理
由

に
、
子
ど
も
が
活
動
へ
の
参
加
を
あ
き
ら

め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
具
体
的
な
支
援

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

誘
客
す
る
た
め
の
効
果
的
な
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

王
将
戦
第
一
局
と
「
ど
う
す
る
家

康
」
の
放
送
開
始
日
が
重
な
る
中
、

掛
川
城
天
守
閣
が
工
事
中
で
あ
っ
た
こ
と
は

残
念
だ
っ
た
。
工
事
時
期
や
期
間
を
調
整

す
る
必
要

が
あ
っ
た

と
考
え
る

が
、
見
解

を
伺
う
。

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
た
計
画
で
工
事
を
実
施

本
工
事
は
、
令
和
６
年
度
の
開
門

30
周
年
記
念
に
あ
わ
せ
て
修
復
を

行
い
、
お
披
露
目
す
る
た
め
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
た
計
画
の
期
間
に
お
い
て
事

業
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。
令
和
４
年

度
の
工
事
に
つ
い
て
は
、「
ど
う
す
る
家

康
」
の
放
送
に
合
わ
せ
、
１
月
末
に
工
事

を
終
わ
ら
せ
る
計
画
で
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
土
佐
漆
喰
の
材
料
調
達
な
ど
に
不
測

の
期
間
を
要
し
、
や
む
を
得
ず
工
期
を
３

月
末
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り

多
く
の
お
客
様
を
掛
川
城
へ
お
迎
え
す
る

た
め
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

掛
川
市
の
不
登
校
対
策
を

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
不
登
校
特

例
校
で
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
実

態
に
配
慮
し
た
特
別
な
教
育
課
程
を
編
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
置
に
つ
い
て
検
討

す
る
価
値
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

今
後
も
み
ど
り
教
室
や
サ
テ
ラ
イ

ト
教
室
を
充
実
さ
せ
て
い
く

教
育
現
場
で
は
慢
性
的
な
人
材

不
足
で
あ
り
、
個
別
の
対
応
を
行

う
た
め
の
教
員
確
保
が
困
難
な
状
況
で

す
。
ま
た
、
施
設
や
財
源
の
確
保
な
ど
、

設
置
に
係
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

本
市
で
は
、
み
ど
り
教
室
や
北
分
教
室
、

５
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
活
用
し
て
支

援
を
し
て
お
り
、
不
登
校
特
例
校
と
同

様
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
各
教
室
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
不
登
校
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

実
態
に
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党

議
員
団

大
井
　
正

創
世
会

安
田
　
彰

安
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

大
井
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

工事中の掛川城

A

A
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ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
使
い
学
校

給
食
費
の
保
護
者
負
担
増
回
避
を

子
育
て
は
社
会
が
担
う
も
の
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
取
り
崩

し
な
ど
で
、
物
価
高
騰
が
家
計
を
直
撃
し

て
い
る
最
中
の
給
食
費
の
保
護
者
負
担
増

は
回
避
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

安
定
し
た
学
校
給
食
の
提
供
を
維

持
す
る
た
め
に
改
定
を
進
め
る

安
全
、
安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
お
い
し
い
学
校
給
食
の
提

供
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
共
同
調
理
場
運
営
委

員
会
な
ど
の
審
議
に
よ
り
、
12
％
増
に
改

定
す
る
方
向
で
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
負
担
の
増
加
に
配
慮
が
必

要
な
ご
家
庭
に
は
、
就
学
援
助
費
の
支
援

枠
の
拡
充
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
当
初

予
算
案
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
取

り
崩
し
を
子
ど
も
医
療
費
の
完
全
無
料
化

な
ど
に
充
当
し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

猫
の
問
題
の
解
決
の
た
め
、
不
妊

去
勢
手
術
助
成
制
度
の
見
直
し
を

市
民
も
猫
も
幸
せ
に
な
る
た
め
の
対

策
と
し
て
、
不
妊
去
勢
手
術
助
成
制

度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
見

直
し
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

使
い
や
す
く
効
果
的
な
補
助
金
制

度
に
な
る
よ
う
に
努
め
る

現
在
の
制
度
は
、
飼
い
主
が
い
な

い
猫
の
繁
殖
を
抑
制
す
る
目
的
で

制
定
さ
れ
、
毎
年
30
件
程
度
助
成
し
て
お

り
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
過
剰
繁
殖
に

よ
り
捨
て
ら
れ
る
猫
や
多
く
の
猫
の
命
を

救
う
た
め
、
改
め
て
幅
広
く
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
使
い
や
す
く
効
果
的
な
補
助
金

制
度
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
民
要
望
を
取
り
入
れ
た
総
合
的
な
22

世
紀
の
丘
公
園
整
備
を

学
校
の
女
子
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
に
は
「
す

べ
て
の
人
に
優
し
く
」
と
あ
る
。
住

民
福
祉
増
進
の
た
め
に
も
学
校
、
特
に
女

子
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
早
急
に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
再
編
・
長
寿
命
化
の
時
期
を

考
慮
し
洋
式
化
を
実
施
し
た
い

児
童
生
徒
や
保
護
者
、
学
校
な
ど

か
ら
洋
式
化
の
要
望
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
改
修
の
必
要
性
を
十
分
に

認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
校

舎
の
老
朽
化
に
伴
う
緊
急
を
要
す
る
工
事

を
優
先
し
た
こ
と
で
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
小
規
模
な
改
修
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
学
校
再
編
に
伴
う
築
造
や
長

寿
命
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
な
ど
の
時
期

を
考
慮
し
な
が
ら
、
洋
式
化
の
改
修
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
地
粟
ヶ
岳
の
ト
イ
レ
の
充
実
を

東
山
い
っ
ぷ
く
処
と
バ
ス
停「
東
山
」

に
あ
る
ト
イ
レ
を
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
性
の
多

様
性
に
配
慮
し
た
ト

イ
レ
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

予
算
や
建
築
面
積
等
の
条
件
の
中

で
最
大
限
の
対
応
を
行
う

粟
ヶ
岳
世
界
農
業
遺
産
茶
草
場
テ

ラ
ス
の
オ
ー
プ
ン
後
は
、
以
前
に

も
増
し
て
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
さ

ら
な
る
環
境
整
備
の
必
要
性
か
ら
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
各
種
制
度
を

活
用
し
、
整
備
費
用
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は

も
と
よ
り
、
昨
今
の
性
の
多
様
性
に
配

慮
し
た
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
予
算
や
建
築
面
積
等
の
条
件
の
中

で
、
最
大
限
の
対
応
を
行
い
、
粟
ヶ
岳

を
訪
れ
た
方
に
、
気
持
ち
よ
く
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
仮
称
か
け
が
わ
地
域
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

・
参
観
会
の
開
催
期
間
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

議
員
団

勝
川
志
保
子

創
世
会

鷲
山
記
世

鷲
山
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

勝
川
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

保護猫を世話し譲渡
につなぐボランティア

バス停「東山」の
トイレ

A

A
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新
た
な
財
源
確
保
を
検
討
す
べ
き

で
は

コ
ロ
ナ
対
策
、
超
少
子
高
齢
社
会
に

輪
を
か
け
、
近
年
頻
発
す
る
自
然
災

害
や
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
な
ど
財

政
難
は
続
く
。
職
員
の
危
機
感
と
経
営
意

識
が
必
要
で
あ
る
。
新
た
な
財
源
確
保
の

展
望
と
具
体
策
は
。

企
業
誘
致
の
推
進
等
に
よ
り
安
定

的
な
財
源
確
保
に
努
め
る

こ
れ
ま
で
、
企
業
誘
致
の
積
極
的

な
推
進
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
の
魅
力
向
上
等
に
よ
り
、
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。今
後
も
、

企
業
誘
致
の
推
進
等
に
よ
り
、
雇
用
の

創
出
や
定
住
人
口
の
増
加
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
、
安
定
的
な
財
源
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
で
は
、

行
政
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し
、
経
常

経
費
の
削
減
に
よ
り
財
源
を
生
み
出
す
こ

と
で
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

災
害
時
の
停
電
を
想
定
し
た
避
難

の
在
り
方
は

他
の
災
害
に
比
べ
、
津
波
避
難
で

は
一
刻
を
争
い
長
時
間
の
避
難
が

伴
う
。
停
電
を

予
想
し
て
、ソ
ー

ラ
ー
ラ
イ
ト
や

避
難
場
所
ま
で

誘
導
す
る
道
路

鋲び
ょ
う
の
設
置
が
有

効
で
は
な
い
か
。

夜
間
の
津
波
避
難
訓
練
を
計
画
し

課
題
を
検
証
し
て
い
く

現
在
、
避
難
時
の
非
常
持
ち
出
し

品
と
し
て
、
懐
中
電
灯
な
ど
を
用

意
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
避

難
場
所
ま
で
の
道
路
や
避
難
所
へ
、
ソ
ー

ラ
ー
ラ
イ
ト
や
自
発
光
式
の
道
路
鋲
を
設

置
す
る
こ
と
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
停
電
時
の
対
応
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
度
は
、
夜

間
の
津
波
避
難
訓
練
を
計
画
し
、
夜
間

避
難
に
お
け
る
課
題
を
検
証
し
て
い
き
ま

す
。

新
し
い
風

藤
澤
恭
子

工
業
団
地
の
企
業
誘
致
は
、
市
長

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
肝
要
で
は

新
エ
コ
ポ
リ
ス
工
業
団
地
第
３
期

の
事
業
開
発
が
、
掛
川
市
土
地
開

発
公
社
の
事
業

主
体
で
着
手
さ

れ
る
。
新
た
な

工
業
団
地
の
企

業
誘
致
に
は
、

市
長
自
ら
が
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
す

る
こ
と
が
肝
要

と
思
う
が
い
か

が
か
。

引
き
続
き
企
業
に
対
し
て
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
く

引
き
続
き
、
産
業
構
造
の
変
化
を

見
据
え
、
将
来
性
が
高
く
、
地
域

振
興
と
雇
用
創
出
が
期
待
で
き
る
企
業

に
対
し
て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
内
中
学
校
の
校
則
見
直
し
へ
の

今
後
の
取
り
組
み
は

近
年
、
ブ
ラ
ッ
ク
校
則
や
学
校
の

謎
ル
ー
ル
と
い
わ
れ
る
、
校
則
の

見
直
し
が
全
国
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
校
則
見
直
し
へ
の
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
市
全
体

で
校
則
改
革
を
推
進
し
て
い
る

令
和
６
年
４
月
の
中
学
校
の
新

制
服
導
入
に
伴
い
、
制
服
に
関
連

す
る
校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
各

校
と
連
携
し
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
、
校
則

の
見
直
し
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
、「
他
律
か
ら
自
律
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
生
徒
が
自
ら
考
え
、
判
断
す
る

こ
と
の
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
市
全
体
で
校
則
改
革
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、各
中
学
校
で
は
、

校
則
見
直
し
の
動
き
が
進
み
始
め
て
お

り
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
校
則
改
革

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
各
中

学
校
の
担
当
教
員
に
よ
る
連
絡
会
を
定

期
的
に
開
催
し
、
共
通
理
解
や
連
携
を

図
り
な
が
ら
校
則
の
見
直
し
の
動
き
を

さ
ら
に
促
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

市
民
派
・

公
明
倶
楽
部

窪
野
愛
子

藤
澤
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

窪
野
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

A

A

Q

Q

A

A

新エコポリス工業団地第３期の事業開発
予定地

自発光式の道路鋲
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　広報広聴特別委員会では、議会を知り身近に感じていただく活動、皆さんからのご意見を市政に
反映させる活動を行ってきました。これからも、市民の皆さんの疑問やご要望にお応えできるよう、
委員一丸となって皆さんと歩む議会を目指していきたいと思います。

広報広聴特別委員会　委員長　富田まゆみ

　掛川市議会では、市民により開かれ、より信頼
される議会となるために出前講座を実施します。
　議会に対する理解や関心を深めてもらうため議
員が現地に出向いて議会の役割や仕組みなどを
説明し、意見交換もします。

　新型コロナウイルスの影響により、開催が難し
かった出前講座の受付を再開します。

 「掛川市議会出前講座申請書」に必要事項を記入の上、実施
希望日の1か月前までに議会事務局へ提出してください。

◎お申し込み方法◎お申し込み方法 ホーム
ページは
こちら

お申込み
フォーム
はこちら

❶ 議会の役割および仕組みに関すること
❷議員発議条例に関すること
❸その他議会に関すること

講座
内容

質疑応答時間とアンケート記入時間を
含み１時間ほど

開催
時間

会場の用意や準備は、市民の皆さんで
お願いします。
※会場は市内に限ります。

開催
場所

無料 ただし、会場使用料がかかる
場合は開催する皆さんで対応をお願い
します。

費用

市内在住の方々対象

本会議会期中等は出前講座は行いません。
詳しいお問い合わせは議会事務局
（☎21-1160）にお願いします。

その他

市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて市議会は市民の皆さんの声を聴いて
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（※写真は、国際女性デーの Break the bias ポーズ）
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